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○建設業就業者： 685万人（H9） → 498万人（H22） → 492万人（H28）

○技術者 ： 41万人（H9） → 31万人（H22） → 31万人（H28）

○技能労働者 ： 455万人（H9） →   331万人（H22） →  326万人（H28）

○ 建設業就業者は、55歳以上が約34％、29歳以下が約11%と高

齢化が進行し、次世代への技術承継が大きな課題。
※実数ベースでは、建設業就業者数のうち平成27年と比較して

55歳以上が約2万人減少、29歳以下は約2万人増加。

出典：総務省「労働力調査」を基に国土交通省で算出出典：総務省「労働力調査」（暦年平均）を基に国土交通省で算出

技能労働者等の推移 建設業就業者の高齢化の進行

全産業（５５歳以上）

全産業（２９歳以下）

建設業：約３割が５５歳以上

建設業：２９歳以下は約１割

（※平成２３年データは、東日本大震災の影響により推計値。）

建設業就業者の現状
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https://www.cbr.mlit.go.jp/kensetsu-ict/index.htm 建設ＩＣＴ導入研究会 《 目指す姿 》 （案） 2009.2.26

現場詰所

計画・調査計画・調査 設計設計 施工施工 －完成－－完成－ 維持管理維持管理 更新（計画）更新（計画）

現
状
・
課
題

設計基礎情報設計基礎情報 （３次元設計情報、地形・地質等の地理情報）（３次元設計情報、地形・地質等の地理情報） 段階的に詳細情報の付与、変更がなされる段階的に詳細情報の付与、変更がなされる

行政情報 （土地利用、環境、地権者、占用物件、文化財、関係自治体、協議内容等）

設計情報 （設計条件、構造計算、数
量、積算、施工検討、検討過程等）

施工情報 （施工者、施工計画、施工体制、工程、進捗、出来形、
出来高、資機材、事故状況、環境への負荷、映像、竣工図等）

維持管理情報
（点検履歴、経年変化等）

－建設事業のプロセスー

情報の一元化による有効利用情報の一元化による有効利用
（必要な情報を・必要な人が・必要なときに・必要な場所で）（必要な情報を・必要な人が・必要なときに・必要な場所で）

書類作成の負担が大
書類が煩雑
現場を見られない

設計図面が分かり難い

設計の手戻りが多い

設計変更の手間が多く、
改善提案をし難い

関係者協議が不十分で
仕事が止まる

計画・設計時の情報が
不十分で手戻りが生じる

段階確認や承諾に手間
と時間が係る

意志決定が遅い

出来高部分払いの手続
きに手間が掛かる

問題が起こったら直す

適切な維持管理が出来
ない

設計や施工の情報が利
用しにくい

書類作成の簡素化
・一元情報から、検査書
類や完成図書を摘出し、
書類作成を簡素化
・施工データを自動的
に蓄積し確認し、出来
形調書等を簡素化

設計の最適化
・設計の視覚化により、
設計改善の促進、関係
者間の協同意識向上
・施工や維持管理のｼ
ﾐｭﾚｰｼｮﾝ等、建設事業
全体での最適な設計

現場の効率化
・MCやTS等の活用に

よる施工管理、監督検
査の効率化
・検査機器やICタグ等

の活用による品質管理、
安全管理の効率化

設計の効率化
・基礎情報からの自動
的な構造計算、数量算
出、積算による効率化
・設計支援技術による
柔軟且つ迅速な設計変
更を実現

意志決定の迅速化
・現場の進捗状況、映
像、問題点等について、
受発注者共に、瞬時に
把握し、諸々の意志決
定の迅速化を図る

維持管理の適正化
・設計情報や施工情報
を活用した戦略的な維
持管理・災害復旧
・維持管理を考慮した
設計（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ管
理）

視覚化技術
VR,ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

設計支援技術
自動積算・構造計算

情報化施工技術
MC,MG, TS,統合管理ｼｽﾃﾑ等

情報共有ｼｽﾃﾑ
ASP,共有ｻｲﾄ等

現場管理技術
検査機器、ICﾀｸﾞ、映像技術

維持管理ｼｽﾃﾑ

材料の品質管理やCO2
等の環境管理に掛かる
手間と費用が大きい

測量技術
3D測量、航空測量等

改
善
・効
果

ＩＣタグ
1974-0008-0002
ＩＣタグ

1974-0008-0002

ＩＣタグ
1974-0008-0002
ＩＣタグ

1974-0008-0002

事務所（局）・支社（本社）

ＩＣタグ
1974-0008-0002
ＩＣタグ

1974-0008-0002

視覚化による説明

施工シミュレーション

＊ ICT（ツール）の活用 ＋ 技術力向上（ICTの駆使） ＋ 仕事改善（基準・制度、意識） → 生産性向上・行政サービス向上を達成（改善・効果）

情報の
流れ

ICT(ﾂｰﾙ)

/ it

  



○新型コロナウイルス感染症対策を契機とした非接触・リモート型の働き方への転換と抜本的な生産
性や安全性向上を図るため、５G等基幹テクノロジーを活用したインフラ分野のDXを強力に推進。

○インフラのデジタル化を進め、2023年度までに小規模なものを除く全ての公共工事について、
BIM/CIM※活用への転換を実現。

○現場、研究所と連携した推進体制を構築し、DX推進のための環境整備や実験フィールド整備等を
行い、3次元データ等を活用した新技術の開発や導入促進、これらを活用する人材育成を実施。

インフラ分野のDX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進

インフラDXを推進する体制の整備

・対象とする構造物等の形状を3 次元で表
現した「3 次元モデル」と「属性情報」等を
組み合わせたBIM/CIMモデルの活用拡大

地方整備局
技術事務所等
人材育成センター

・BIM/CIM研修の実施
・BIM/CIM効果実感プログラムの実施
・公共工事の非接触・リモート化の推進

・新技術の現場実証 等

国土交通本省
推進本部

・データ利活用施策の推進
・BIM/CIM推進の実施方針の策定

・オープンイノベーションの司令塔
機能 等

国総研、土研、建研
データセンター、

ロボティクス実験フィールド
・直轄BIM/CIMデータの一元管理・分析
・３次元データや５G等を活用した新技

術の研究開発
・海外動向の研究 等

連携

企
業

大
学

※BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Management）

公共事業を「現場・実地」から「非接触・
リモート」に転換
・発注者・受注者間のやりとりを「非接触・リモー
ト」方式に転換するためのICT環境を整備

仮設計画 干渉確認

受注者 発注者

3D共有環境での検
証

リアルデータを活用した技術開発の推
進・ 熟練技能労働者の動きのリアルデータ等

を取得し、民間と連携し、省人化・高度
化技術を開発

5G等を活用した無人化施工技術開発
の加速化

・実験フィールド、現場との連携のもと、無人化
施工技術の高度化のための技術開発・研究
を加速化

インフラのデジタル化推進とBIM/CIM
活用への転換

2

 & 
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モノのDX：BIM/CIMの導入による建設生産プロセスの変革

〇複数の図面から推察していた内部構造や組立形状が一目で分かるようになる
○更に、数量や工事費の自動化が可能となり、受発注者双方の働き方が変革

３Dモデルからの
自動数量等算出

※BIM/CIM:Building/Construction Information Modeling, Manegement

2D設計では設計者が想像するしかなく
干渉部位を見つけることが困難

可視化による
干渉チェック作業の効率化

数量や工事費を手作業で作成・確認
周辺環境を含めた
施工計画の作成

従来 BIM/CIMにより実現できること

図面
工程表
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Spain�2017�
https://www.thelocal.es/20170202/worlds-
first-3d-printed-bridge-opened-in-madrid

Concrete bridge by 3D printing at Spain

Large 3D printing concrete bridge,  Netherland

https://tech.nikkeibp.co.jp/atcl/nxt/column/18/
00820/062400007/?ST=nxt_idx_common&P=5
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Topology optimization
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Ogawa (2017)
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https://www.linkedin.com/pulse/lightweight-lattices-
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